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「
８
０
０
０
０
人
の
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
」
が
６
月　

日
の
夏
至
の
夜
に
開
催

２１

さ
れ
ま
し
た
。
降
っ
て
い
た
雨
も
そ
の
時
は
小
降
り
に
な
り
、
訪
れ
た
人
々
の

瞳
に
キ
ャ
ン
ド
ル
の
灯
が
揺
れ
て
い
ま
し
た
。＜

城
山
公
園
に
て＞

公
明
党　
　
　

内
山　

恵
子

女
性
の
社
会
参
画
を
目
指
し
保

育
所
の
待
機
児
童
解
消
を
望
む

　

問　

安
倍
首
相
は
、
少
子
高
齢

化
に
伴
う
労
働
力
人
口
の
減
少
を

止
め
る
た
め
、
女
性
の
活
用
を
促

す
内
容
を
成
長
戦
略
の
中
核
に
盛

り
込
ん
だ
。
男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
を
目
指
す
た
め
に
、
女
性

が
働
き
や
す
い
環
境
整
備
の
基
本

と
し
て
、
保
育
所
の
待
機
児
童
解

消
へ
の
取
り
組
み
が
重
要
で
あ

る
。
し
か
し
、
潜
在
的
な
待
機
児

童
数
の
把
握
は
難
し
く
、
新
た
な

取
り
組
み
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新

制
度
の
施
行
が
平
成　

年
４
月
に

２７

予
定
さ
れ
、
保
育
ニ
ー
ズ
は　

年
２９

度
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
が
、
待
機

児
童
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
、
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　

答　

平
成　

年
度
か
ら
３
カ
年

２２

計
画
で
取
り
組
ん
だ
待
機
児
童
対

策
事
業
で
は
、
大
上
保
育
園
の
建

て
替
え
な
ど
に
よ
り
、
待
機
児
童

数
を
減
少
さ
せ
た
。そ
の
結
果
、今

年
４
月
１
日
時
点
で
、
国
の
基
準

に
よ
る
待
機
児
童
数
は
、
県
内
市

町
村
で
５
番
目
に
低
い　

人
と
な

１７

っ
て
い
る
。今
後
は
、待
機
児
童
の

多
く
を
占
め
る
０
歳
か
ら
２
歳
ま

で
の
低
年
齢
児
を
中
心
と
し
た
事

業
を
実
施
し
て
い
く
。ま
た
、子
ど

も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
施
行
に

向
け
て
、子
ど
も
・
子
育
て
会
議
を

設
置
し
、国
・
県
な
ど
の
情
報
を
得

な
が
ら
、ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、事
業

計
画
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
「
高
齢
者
ら
の
外
出
時

等
の
安
心
対
策
に
つ
い
て
」
「
自

閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
障
害
（
Ａ
Ｓ

Ｄ
）
の
早
期
発
見
・
早
期
療
育
に

つ
い
て
」
を
質
問
）

公
職
選
挙
法
に
よ
る

禁
止
行
為

◇
議
員
の
寄
付
禁
止

◇
議
員
へ
の
寄
付
勧
誘
・

要
求
の
禁
止

　

議
員
が
市
民
に
対
し
、
お

金
や
物
を
贈
る
こ
と
は
、
公

職
選
挙
法
で
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
が
議
員
に
対

し
寄
付
を
求
め
る
こ
と
も
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。

◇
時
候
の
あ
い
さ
つ
状

な
ど
の
禁
止

　

議
員
は
市
民
に
対
し
、
答

礼
の
た
め
の
自
筆
に
よ
る
も

の
を
除
き
、
暑
中
見
舞
状
、

年
賀
状
な
ど
の
時
候
の
あ
い

さ
つ
状
（
電
報
な
ど
も
含
ま

れ
ま
す
）
を
出
す
こ
と
は
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
に
違
反
す
る
と
罰

せ
ら
れ
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

新
政
会　
　
　
　

青
�　

愼

　

問　

６
月　

日
、
（
仮
称
）
綾

１１

瀬
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

の
東
名
高
速
へ
の
連
結
許
可
が
下

インターを基軸と

した本市のまちづ

くりの将来展望は

り
た
。
今
後
、
市
民
の
利
便
性
の

向
上
と
市
内
産
業
、
経
済
の
活
性

化
を
目
指
し
て
、
平
成　

年
度
末

２９

の
完
成
に
向
け
事
業
化
し
て
い

く
。
イ
ン
タ
ー
を
ま
ち
づ
く
り
の

基
軸
と
し
て
、
ど
の
よ
う
に
都
市

基
盤
整
備
や
幹
線
道
路
沿
道
の
土

地
利
用
を
促
進
し
て
、
本
市
が
将

来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
都
市
と

な
る
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
。
イ

ン
タ
ー
開
通
後
、
他
市
か
ら
の
利

用
者
に
と
っ
て
、
本
市
が
通
過
す

る
だ
け
の
都
市
と
な
ら
な
い
よ
う

に
す
る
必
要
が
あ
る
。
今
後
の
ま

ち
づ
く
り
の
方
向
性
、
期
待
す
る

将
来
展
望
を
伺
い
た
い
。

　

答　

イ
ン
タ
ー
開
通
後
は
、
本

市
が
目
的
地
と
な
る
よ
う
、
魅
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。産
業
で
は
、産
業

振
興
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
掲
げ
た

「
綾
瀬
市
の
活
力
・
地
域
力
・
未
来

を
拓
く
産
業
交
流
都
市
」
を
目
指

し
、
農
業
・
商
業
・
工
業
分
野
の
連

携
も
含
め
、
各
施
策
を
展
開
し
て

い
く
。
ま
た
、
神
崎
遺
跡
整
備
な

ど
観
光
資
源
の
創
出
も
図
り
、
こ

れ
ら
の
土
地
利
用
を
支
え
る
市
道

幹
線
を
整
備
し
て
い
く
。
イ
ン
タ

ー
設
置
は
、
市
民
生
活
や
産
業
活

動
に
大
き
く
寄
与
す
る
。
イ
ン
タ

ー
を
基
軸
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

一
層
進
め
、
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
持

続
可
能
な
都
市
を
築
い
て
い
く
。

（
ほ
か
に
「
綾
瀬
市
民
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
グ
ラ
ン
ド
等
に
つ
い

て
」
を
質
問
）

日
本
共
産
党　

松
本　

春
男

　

問　

市
は
、
今
年
３
月
に
深
谷

落
合
地
区
の
地
権
者
に
対
し
、
仮

同
意
書
や
意
見
書
な
ど
を
送
付
し

た
。回
答
期
限
は
、５
月　

日
で
あ

１５

っ
た
が
、
回
答
状
況
と
賛
否
の
割

合
は
ど
う
か
。
ま
た
、
土
地
開
発

公
社
が
先
行
取
得
を
予
定
し
て
い

る
山
林
の
地
権
者
に
も
仮
同
意
書

が
送
付
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。
事

業
に
賛
成
の
方
は
、
公
社
へ
売
却

し
、
本
同
意
を
得
る
必
要
が
な
く

な
る
が
地
権
者
は
何
人
か
。
情
報

公
開
請
求
で
入
手
し
た
意
見
書
を

集
計
し
た
と
こ
ろ
、
賛
成
は　

・
４０

８
％
で
、
市
が
目
標
と
す
る
仮
同

意
で　

％
、
本
同
意
で　

％
以
上

５０

８０

の
賛
成
率
に
は
ほ
ど
遠
い
。
至
急

事
業
の
中
止
を
考
え
な
い
か
。

　

答　

全
地
権
者
の
意
向
を
把
握

す
る
た
め
、
期
限
を
６
月　

日
ま

１５

で
延
長
し
た
。
７
日
現
在
で
地
権

者
１
９
１
人
の
う
ち
、
１
４
８
人

か
ら
回
答
を
得
て
い
る
が
、
賛
成

は
、　

人
で
全
地
権
者
の
約　

％
。

８４

４４

面
積
ベ
ー
ス
で
は
、
対
象
面
積
の

約　

％
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

３４
区
画
整
理
区
域
内
の
緑
地
保
全
箇

所
と
し
て
、
先
行
取
得
を
予
定
し

て
い
る
用
地
の
地
権
者
は
４
人
で

あ
る
。今
回
の
結
果
を
見
る
限
り
、

地
権
者
ベ
ー
ス
、
面
積
ベ
ー
ス
と

も
に
、
仮
同
意
の
目
標
で
あ
る

　

％
以
上
の
賛
成
を
得
る
こ
と
は

５０困
難
な
状
況
で
あ
る
。
今
後
の
方

向
性
は
、　

日
の
最
終
集
計
を
精

１５

査
し
、
決
め
て
い
き
た
い
。

（
ほ
か
に
「
オ
ス
プ
レ
イ
の
厚
木

基
地
使
用
に
つ
い
て
」「
文
化
会
館

の
利
用
に
つ
い
て
」「
農
協
前
バ
ス

停
に
駐
輪
場
設
置
を
」
を
質
問
）

深谷落合地区まち

づくりの本同意に

向けての見通しは

公
明
党　
　
　

井
上　

賢
二

　

問　

大
災
害
時
に
自
宅
に
黄
色

い
ハ
ン
カ
チ
を
掲
げ
て
、
わ
が
家

は
大
丈
夫
で
あ
る
か
ら
別
の
人
を

助
け
て
欲
し
い
と
い
う
意
思
表
示

を
す
る
、
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
作
戦

と
い
う
取
り
組
み
が
あ
る
。
こ
れ

に
よ
り
、
別
の
家
庭
へ
の
効
率
的

な
救
助
や
安
否
確
認
が
可
能
に
な

る
。本
市
で
は
、今
年
の
秋
に
小
園

自
治
会
の
防
災
訓
練
で
実
施
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
す
で
に
実
施
し

て
い
る
静
岡
県
富
士
宮
市
で
は
、

使
用
す
る
ハ
ン
カ
チ
を
市
内
の
障

が
い
者
福
祉
施
設
で
製
作
・
販
売

し
て
お
り
、
障
が
い
者
の
地
域
社

会
へ
の
貢
献
と
や
り
が
い
の
あ
る

作
業
に
な
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い

る
。
本
市
で
も
、
福
祉
施
設
で
の

製
作
・
販
売
を
検
討
し
な
い
か
。

　

答　

災
害
時
に
は
、
防
災
対
策

課
を
は
じ
め
と
す
る
職
員
が
対
応

す
る
体
制
を
整
え
て
い
る
が
、
市

黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
を
市
内
の
福

祉
施
設
で
製
作
・
販
売
し
て
は

民
の
協
力
を
得
て
事
前
に
対
策
を

講
じ
て
お
く
こ
と
は
、
被
害
を
減

少
さ
せ
る
た
め
に
も
重
要
で
あ

る
。
大
災
害
時
に
活
用
が
期
待
さ

れ
る
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
を
障
が
い

者
福
祉
施
設
で
製
作
・
販
売
す
る

こ
と
は
、
障
が
い
者
の
工
賃
の
増

加
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
市
民
の

障
が
い
者
福
祉
に
対
す
る
理
解
を

深
め
、
意
識
を
高
め
る
よ
い
機
会

に
も
な
る
。
ま
た
、
障
が
い
者

も
、
自
ら
が
住
む
地
域
社
会
へ
の

貢
献
と
い
う
観
点
か
ら
、
や
り
が

い
の
あ
る
作
業
に
な
る
と
考
え

る
。
今
後
、
市
内
の
福
祉
施
設
に

働
き
掛
け
て
い
き
た
い
。

（
ほ
か
に
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
つ
い
て
」
を
質
問
）


